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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月5日(2015.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の無線基地局装置から協調マルチポイント送信される信号を受信するユーザ端末で
あって、
　擬似ランダム系列の初期化に用いる所定の情報をハイヤレイヤシグナリングで受信する
受信部と、
　前記所定の情報を利用して擬似ランダム系列を初期化し、当該擬似ランダム系列を用い
て生成した参照信号系列を用いて信号処理を行う信号処理部と、を有し、
　前記所定の情報は、セル識別情報以外の情報であることを特徴とするユーザ端末。
【請求項２】
　前記所定の情報は、セル識別情報及びユーザ識別情報以外のユーザ固有情報であること
を特徴とする請求項１記載のユーザ端末。
【請求項３】
　前記参照信号系列は復調用参照信号であり、前記信号処理部は受信信号を復調する復調
部を含むことを特徴とする請求項１又は請求項２記載のユーザ端末。
【請求項４】
　前記所定の情報は、擬似ランダム系列の初期化においてセル識別情報の代わりに利用さ
れることを特徴とする請求項３記載のユーザ端末。
【請求項５】
　前記参照信号系列はチャネル状態情報用参照信号であり、前記信号処理部はフィードバ
ック情報を生成するフィードバック情報生成部を含むことを特徴とする請求項１又は請求
項２記載のユーザ端末。
【請求項６】
　複数の無線基地局装置から協調マルチポイント送信される信号を受信するユーザ端末と
通信する無線基地局装置であって、
　所定の情報を利用して擬似ランダム系列を初期化し、当該擬似ランダム系列を用いて参
照信号系列を生成する生成部と、
　前記参照信号系列を送信し、前記所定の情報をハイヤレイヤシグナリングで前記ユーザ
端末に送信する送信部と、を有し、
　前記所定の情報は、セル識別情報以外の情報であることを特徴とする無線基地局装置。
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【請求項７】
　複数の無線基地局装置と、前記複数の無線基地局装置から協調マルチポイント送信され
る信号を受信するユーザ端末と、を備えた無線通信システムであって、
　前記ユーザ端末は、擬似ランダム系列の初期化に用いる所定の情報をハイヤレイヤシグ
ナリングで受信する受信部と、
　前記所定の情報を利用して擬似ランダム系列を初期化し、当該擬似ランダム系列を用い
て生成した参照信号系列を用いて信号処理を行う信号処理部と、を有し、
　前記所定の情報は、セル識別情報以外の情報であることを特徴とする無線通信システム
。
【請求項８】
　複数の無線基地局装置から協調マルチポイント送信される信号を受信するユーザ端末の
無線通信方法であって、
　擬似ランダム系列の初期化に用いる所定の情報をハイヤレイヤシグナリングで受信する
工程と、
　前記所定の情報を利用して擬似ランダム系列を初期化し、当該擬似ランダム系列を用い
て生成した参照信号系列を用いて信号処理を行う工程と、を有し、
　前記所定の情報は、セル識別情報以外の情報であることを特徴とする無線通信方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の一態様のユーザ端末は、複数の無線基地局装置から協調マルチポイント送信さ
れる信号を受信するユーザ端末であって、擬似ランダム系列の初期化に用いる所定の情報
をハイヤレイヤシグナリングで受信する受信部と、前記所定の情報を利用して擬似ランダ
ム系列を初期化し、当該擬似ランダム系列を用いて生成した参照信号系列を用いて信号処
理を行う信号処理部と、を有し、前記所定の情報は、セル識別情報以外の情報であること
を特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の一態様の無線基地局装置は、複数の無線基地局装置から協調マルチポイント送
信される信号を受信するユーザ端末と通信する無線基地局装置であって、所定の情報を利
用して擬似ランダム系列を初期化し、当該擬似ランダム系列を用いて参照信号系列を生成
する生成部と、前記参照信号系列を送信し、前記所定の情報をハイヤレイヤシグナリング
で前記ユーザ端末に送信する送信部と、を有し、前記所定の情報は、セル識別情報以外の
情報であることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の一態様の無線通信システムは、複数の無線基地局装置と、前記複数の無線基地
局装置から協調マルチポイント送信される信号を受信するユーザ端末と、を備えた無線通
信システムであって、前記ユーザ端末は、擬似ランダム系列の初期化に用いる所定の情報
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をハイヤレイヤシグナリングで受信する受信部と、前記所定の情報を利用して擬似ランダ
ム系列を初期化し、当該擬似ランダム系列を用いて生成した参照信号系列を用いて信号処
理を行う信号処理部と、を有し、前記所定の情報は、セル識別情報以外の情報であること
を特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の一態様の無線通信方法は、複数の無線基地局装置から協調マルチポイント送信
される信号を受信するユーザ端末の無線通信方法であって、擬似ランダム系列の初期化に
用いる所定の情報をハイヤレイヤシグナリングで受信する工程と、前記所定の情報を利用
して擬似ランダム系列を初期化し、当該擬似ランダム系列を用いて生成した参照信号系列
を用いて信号処理を行う工程と、を有し、前記所定の情報は、セル識別情報以外の情報で
あることを特徴とする。
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